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研究成果の概要 

 

機械学習用トレーニングデータでは多少の誤差は許容される一方、機械学習モデルの評価用デ

ータ、リモートセンシングのグランドトゥルースデータ、計測器のキャリブレーションに用いる真値デ

ータは技術の限界まで誤差を減らす必要がある。特定の対象について長期的に収集されたデー

タはディープデータと呼ばれているが、作物のディープデータは極めて少ない。そこで、CRESTに

おいては時系列データを主体とした農業ビッグデータに関する研究を行った。AIP加速では、信

憑性の高い真値データからなるディープデータ（すなわち、Deep Truth Data）によって新知見を発

見しつつ、新知見に基づいてデータ収集を改善することでデータと知見を自己増殖的に増やすこ

とを目指している。 

ビッグデータ駆動型 AI農業の CPS基盤を構成する Cyber部分に関しては、農場や作物等の

3Dデータ取得を行うためのハンディ型 LiDARシステムを開発した。これは、①人間やロボットが

歩いて移動しながら 3Dマッピングができる 、②エッジデバイスとして定点観測に利用にできる、③

低コストかつ簡単に使える、という特徴を有している。また、ドローン空撮画像の解析支援ツールを

開発し、公開した。さらに、ドローン空撮により正しいセンシングデータを得るための運用条件に関

する新知見を得た。 

Physical部分に関しては高次元のディープトゥルースデータに関する研究に取り組んだ。具体

的には、農業生産及び農学研究において最も重要なディープトゥルースデータの一つである作物

の群落光合成速度と環境データを同時計測するシステムを開発した。これは既存のクラウドサービ

ス、IoTデバイス、エナジーハーベスト機器を組み合わせており、IoTやセンシングの専門的スキル

がなくても利用できる。さらに、テンサイ個葉の気孔コンダクタンス、蒸散速度および純光合成速度

等多数のパラメータからなる高次元データを収集し、収量予測やハイスループットな選抜手法開発

に、どのパラメータを活用すべきかを明らかにした。これらのディープトゥルースデータは、大規模

言語モデルにおけるハルシネーションや誤判断の防止に有用であり、今後、重要性が増すことが

予想される。 
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